
○
文
教
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
三
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

11

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

衆

六
一
、
二
、
四

六
一
、
三
、
二
八

　
　
（
予
）

六
一
、
四
、
一
七

可
　
　
決

　
六
一
、
四
、
一
八

可
　
　
決

六
一
、
三
、
四

六
一
、
四
、
一
一

修
　
　
正

　
六
一
、
四
、
一
五

修
　
　
正

58

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す

る
法
律
案

"

三
、
四

三
、
四

（
予
）

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
一
六

可
　
　
決

三
、
四

　
　
　
四
、
二
三

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
五

可
　
　
決

62

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
一
四

三
、
一
四

（
予
）

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
一
六

可
　
　
決

三
、
一
八

　
　
　
四
、
二
三

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
五

可
　
　
決

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ
　
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

101

国
会

11

学
校
教
育
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

久
保
亘
君

外
　
　
二
　
　
名

　
（
五
九
、
五
、
一
一
）

五
九
、
五
、
一
一

未
　
　
　
　
　
　
　
了

101

国
会

16

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助

教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

粕
谷
照
美
君

外
　
　
一
　
　
名

　
　
　
（
七
、
六
）

七
、
六

未
　
　
　
　
　
　
　
了



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

12

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
女
子
教
育
職
員

及
び
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の

看
護
婦
、
保
母
等
の
育
児
休
業
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

佐
藤
　
誼
君

外
　
　
二
　
　
名

　
（
六
一
　
四
、
九
）

六
一
、
四
、
一
一

六
一
、
四
、
一
一

　
　
（
予
）

六
一
、
四
、
一
一

継
　
続
　
審
　
査

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
一
号
）

要
旨

　
　
本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
徳
島
大
学
に
同
大
学
の
教
育
学
部
を
改
組
し
て
総
合
科
学
部
を

　
　
設
置
す
る
こ
と
。

　
二
、
九
州
工
業
大
学
に
情
報
工
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
（
昭
和
六
十

　
　
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
）
。

　
三
、
岡
山
大
学
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
併
設
し
（
昭
和
六
十
一

　
　
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
）
、
富
山
大
学
経
営
短
期
大
学
部
を
廃
止

　
　
す
る
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
）
こ
と
。

　
四
、
昭
和
四
十
八
年
度
以
後
に
設
置
さ
れ
た
国
立
医
科
大
学
等
に
係

　
　
る
職
員
の
昭
和
六
十
一
年
度
の
定
員
を
一
万
九
千
七
百
二
十
人

　
　
（
三
百
七
十
九
人
増
）
に
改
め
る
こ
と
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
徳
島
大
学
の
総
合
科
学
部
の
設
置
及

　
び
定
員
の
改
正
に
関
す
る
部
分
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改
め
る

　
等
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
徳
島
大
学
の
教
育
学
部
を
改
組
し
て
総
合
科
学
部



を
、
九
州
工
業
大
学
に
情
報
工
学
部
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
と
と
も

に
、
岡
山
大
学
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
併
設
し
、
富
山
大
学
経

営
短
期
大
学
部
を
経
済
学
部
へ
の
統
合
に
伴
つ
て
廃
止
す
る
ほ
か
、

総
定
員
法
の
枠
外
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
新
設
医
科
大
学
等
の
職
員
の

定
員
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
施
行
期
日
等
に
つ
い
て
の
修
正
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
合
科
学
部
設
置
の
趣
旨
、
学
部
新

設
の
た
め
の
法
案
提
出
時
期
、
定
員
外
職
員
の
処
遇
改
善
、
婦
人
研

究
者
の
地
位
向
上
、
大
学
入
試
制
度
の
改
革
と
大
学
の
質
的
充
実
、

児
童
数
減
少
に
対
応
す
る
教
員
養
成
制
度
、
学
生
寮
の
整
備
等
の
諸

問
題
に
つ
き
ま
し
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細

は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全

会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
大
学
進
学
者
の
急
増
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
四
項

目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
五
八
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
特
性
等
に
応
じ
、
そ
の

　
登
録
の
手
続
及
び
登
録
機
関
等
に
つ
い
て
著
作
権
法
の
特
例
を
定
め

　
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
著
作
権
登
録
原
簿
の
全
部
又
は

　
　
一
部
を
磁
気
テ
ー
プ
で
調
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
二
、
登
録
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の

　
　
複
製
物
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　
三
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
関
し
、
第
一
発
行
（
公
表
）
年
月
日

　
　
又
は
創
作
年
月
日
の
登
録
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る

　
　
こ
と
。

　
四
、
文
化
庁
長
官
は
、
そ
の
指
定
す
る
登
録
機
関
に
、
登
録
事
務
の

　
　
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
五
、
指
定
登
録
機
関
に
関
し
、
指
定
の
基
準
、
登
録
の
実
施
義
務
、

　
　
秘
密
保
持
義
務
、
役
員
又
は
職
員
に
関
す
る
罰
則
等
、
そ
の
適
正

　
　
な
登
録
事
務
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

　
六
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と



　
　
と
し
、
指
定
登
録
機
関
の
指
定
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
　
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法

　
律
案
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
と
し
て
の
特
性

　
に
応
じ
、
そ
の
登
録
の
手
続
及
び
指
定
登
録
機
関
に
よ
る
登
録
事
務

　
の
実
施
等
に
つ
い
て
著
作
権
法
の
特
例
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
情
報
処
理
及

　
び
電
気
通
信
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
必
要

　
な
情
報
を
容
易
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作

　
物
の
保
護
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、

　
ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
等
有
線
系
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
開
発
・
普
及
に
対

　
処
す
る
た
め
、
規
定
の
整
備
、
有
線
放
送
事
業
者
の
保
護
等
を
行
お

　
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
法
律
案
を
一
括
議
題
と
し
て
審
査

　
し
、
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
登
録
機
関
の
指
定
及

　
び
そ
の
登
録
事
務
の
進
め
方
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
護
期
間
等
の
再
検

　
討
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
保
護
の
あ
り
方
、
発
展
す
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

　
ア
へ
の
対
応
、
隣
接
権
条
約
へ
の
早
期
加
入
、
複
製
問
題
へ
の
速
や

　
か
な
対
応
、
貸
し
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
円
満
な
利
用
関
係
の
維
持
、
実

　
演
家
の
適
正
な
権
利
保
護
、
著
作
権
思
想
の
普
及
な
ど
の
諸
問
題
に

　
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に

　
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
よ
り
両
法

　
律
案
に
対
し
反
対
の
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
順
次
採
決
の
結
果
、
い

　
ず
れ
も
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

　
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
、
適
正
か
つ
円
滑
な
登
録
事
務
の
実
現

　
な
ど
六
項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
二
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
近
年
の
情
報
処
理
技
術
及
び
電
気
通
信
技
術
の
発

　
達
に
伴
い
、
電
子
計
算
機
を
用
い
て
必
要
な
情
報
を
容
易
に
検
索
で



き
る
よ
う
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
の
保
護
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、
ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
等
の
開

発
・
普
及
に
対
処
す
る
た
め
の
規
定
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
定
義
を
定
め
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
で
そ
の
情
報
の
選
択
又
は
体
系
的
な
構
成
に
よ
り
創
作
性
を
有
す

　
る
も
の
は
著
作
物
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
。

二
、
「
有
線
放
送
」
の
定
義
を
改
正
し
、
公
衆
に
よ
つ
て
同
一
の
情

　
報
が
同
時
に
受
信
さ
れ
る
よ
う
に
送
信
す
る
形
態
の
も
の
と
し
、

　
こ
の
「
有
線
放
送
」
と
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
個
別
の
情
報
を
個

　
々
に
送
信
す
る
形
態
の
も
の
を
一
括
し
、
公
衆
に
対
す
る
送
信
を

　
広
く
「
有
線
送
信
」
と
し
て
新
し
く
定
義
す
る
こ
と
。

三
、
有
線
放
送
事
業
者
に
対
し
て
、
放
送
事
業
者
に
準
じ
、
複
製
権
、

　
放
送
権
、
再
有
線
放
送
権
な
ど
の
著
作
隣
接
権
を
新
た
に
認
め
、

　
さ
ら
に
、
有
線
放
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
著
作
物
の
一
時
的
固
定

　
を
認
め
る
と
と
も
に
、
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
二
次
使
用
料
の
支
払

　
義
務
を
課
す
こ
と
。

四
、
有
線
放
送
に
関
連
す
る
著
作
権
の
制
限
等
に
関
す
る
規
定
を
整

　
備
す
る
こ
と
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
九
九
ペ
ー
ジ
参
照




